
37

安
灘
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〔
キ
ー
ワ
ー
ド
　
俳
句
　
　
俳
誌
「
城
」
　
山
本
村
家
　
盛
岡
高
等
農
林
学
校
〕

　
一
　
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
機
械
化
と
科
学
的
栽
培
法
、
品
種
改
良
、
農
産
物
の
出
荷
な
ど
を
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
農
民
の
自
覚
を
呼
ぴ
起
こ
そ
う
と
し
た
。
農
会
退
職
後
は
俳
誌
『
城
』
の
同

　
平
成
九
年
十
一
月
に
出
版
予
定
の
「
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
」
（
山
陰
中
央
新
報
　
　
　
人
に
な
り
、
俳
号
竹
子
の
名
で
句
作
に
励
ん
だ
が
、
推
さ
れ
て
一
六
年
に
横
田

社
刊
）
の
「
安
部
憲
吉
」
の
項
の
原
稿
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
町
長
に
就
任
し
た
。
戦
後
、
島
根
県
教
育
委
員
、
横
田
町
農
協
組
合
長
等
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
を
歴
任
。
晩
年
は
俳
句
を
友
と
し
て
余
生
を
過
ご
し
、
六
〇
〇
〇
句
を
編
年

　
　
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
－
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
　
島
根
県
農
会
　
　
　
風
に
ま
と
め
た
『
わ
が
俳
句
』
を
残
し
た
。
（
高
橋
　
一
郎
）

　
技
師
、
横
田
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
参
考
文
献
1
－
『
島
根
県
農
会
報
』

　
　
仁
多
郡
横
田
村
（
現
横
田
町
）
の
地
主
の
家
に
生
ま
れ
た
。
松
江
中
学
、
盛
　
　
　
大
正
初
年
、
農
林
関
係
の
名
門
校
は
、
盛
岡
と
鹿
児
島
、
島
根
県
人
は
盛
岡
へ

　
岡
高
等
農
林
学
校
卒
。
一
年
後
輩
に
宮
沢
賢
治
が
在
学
し
て
い
た
。
松
江
中
学
　
　
入
学
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
憲
吉
は
盛
岡
高
農
二
、
三
年
生
（
大
正
四
、
五
年
）

　
教
諭
を
短
い
期
間
勤
め
た
が
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
島
根
県
農
会
に
入
　
　
の
時
は
、
校
友
会
々
報
の
八
名
の
編
集
委
員
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
詩
「
冬
の

　
り
、
昭
和
二
二
年
（
三
八
）
ま
で
約
二
〇
年
間
勤
務
し
た
。
農
会
は
御
用
団
体
　
　
夕
暮
れ
に
」
、
浪
漫
風
の
短
編
小
説
「
ポ
プ
ラ
の
追
憶
」
、
「
第
八
回
陸
上
運
動
会
の

　
で
は
な
く
農
民
の
自
治
団
体
で
あ
る
と
の
信
念
を
も
ち
、
『
島
根
県
農
会
報
』
に
　
　
記
」
、
抄
録
「
種
子
検
定
」
、
短
歌
「
丘
の
白
樺
」
二
十
七
首
、
学
術
論
文
「
島
根

　
論
陣
を
張
り
、
島
根
県
農
会
に
「
安
部
あ
り
」
と
い
わ
れ
た
。
恒
松
於
菟
二
会
　
　
県
に
於
て
兄
た
る
共
済
法
成
の
好
実
例
」
、
抄
録
「
緑
肥
の
種
子
発
芽
に
及
ぼ
す
有

　
長
時
代
の
昭
和
七
年
に
、
農
民
の
郷
土
愛
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
良
会
報
に
各
郡
別
　
　
害
作
用
に
就
て
」
、
短
歌
「
小
さ
き
花
」
二
首
、
雑
録
「
農
村
源
泉
論
」
な
ど
を
憲

　
の
特
集
号
を
組
ん
だ
。
そ
れ
は
町
村
農
会
技
手
に
執
筆
さ
せ
た
も
の
で
、
農
業
　
　
吉
は
発
表
し
て
い
る
◎
「
農
村
源
泉
論
」
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
士
二
号
（
丁
六
・

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
。
社
会
科
学
）
一
第
三
十
一
巻
　
三
七
頁
；
四
六
頁
　
平
成
九
年
十
二
月
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二
丁
十
六
）
に
は
、
宮
沢
賢
治
が
銀
縞
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
短
歌
十
四
首
を
発

表
し
て
い
る
。
校
友
会
々
報
に
つ
い
て
は
、
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
第
十
四
巻
に
よ

っ
た
。
島
根
の
後
輩
達
に
憲
吉
は
賢
治
の
風
貌
を
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
稿
で
は
、
花
鳥
瓢
詠
、
客
観
写
生
を
噌
え
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
系
俳
誌
「
城
」

の
昭
和
十
年
前
後
の
同
人
、
安
部
竹
子
の
俳
人
と
し
て
の
活
躍
ぷ
り
を
論
じ
て
み

た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
治
家
、
農
政
人
と
し
て
の
安
部
憲
吉
に
つ
い
て

は
、
内
藤
正
中
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
編
集
さ
れ
た
「
横
田
町
誌
」
に
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
っ
い
て
も
す
こ
し
は
述
べ
て
み
た
い
。

二
　
島
根
県
農
会
の
実
力
考

　
島
根
県
農
会
は
農
会
法
に
よ
り
明
治
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
農
事
改
良
団
体
で

中
央
、
府
県
、
郡
、
市
町
村
の
段
階
の
系
統
組
織
の
機
構
で
あ
っ
た
。
国
の
農
業

政
策
に
対
し
て
は
農
民
の
側
に
位
置
し
、
そ
れ
を
代
表
し
て
農
業
政
策
を
批
判
し
、

こ
れ
に
要
望
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
憲
吉
は
主
任
技
師
兼
幹
事
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
十
八
年
、
産
業
組
合
と
あ
わ
せ
農
業
会
に
改
組
。
島
根
県
農
会
の
機
関
紙

が
島
根
県
農
会
報
で
あ
る
。
島
根
県
立
図
書
館
と
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
す
べ

て
で
は
な
い
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
憲
吉
が
組
ん
だ
各
郡
別
の
特
輯
号
な
ど
、
当

時
の
各
郡
の
生
活
の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
理
解
出
来
る
。
例
え
ば
、
周
吉
郡

中
村
（
現
。
隠
岐
郡
西
郷
町
中
村
）
な
ど
は
毎
日
の
勤
労
意
欲
の
為
に
「
禁
酒
村

宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
な
ど
面
白
い
。
そ
し
て
月
刊
の
農
会
報
の
巻
末
に
は
「
文

蓼
」
欄
が
あ
り
、
米
村
あ
ん
馬
選
の
「
縣
農
柳
壇
」
、
憲
吉
の
句
友
で
、
松
江
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
俳
句
誌
「
城
」
一
し
ろ
）
の
同
人
で
、
花
烏
抄
（
課
題
句
選
）
の

選
者
で
あ
る
俳
人
、
安
達
赤
土
（
松
江
理
容
美
容
専
修
学
校
初
代
校
長
）
選
の
「
縣

農
俳
壇
」
が
毎
回
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ど
ち
ら
も
課
題
旬
の
選
で
あ
っ
た
。
二
六

才
か
ら
四
四
才
ま
で
島
根
県
農
会
に
勤
務
し
、
島
根
県
農
会
報
を
編
集
し
た
。
そ

の
成
果
は
人
物
事
典
の
通
り
で
あ
る
。

　
盛
岡
高
等
農
林
学
校
農
科
時
代
、
憲
吉
は
全
教
科
平
均
九
十
数
点
で
成
績
は
ト

ッ
プ
で
あ
っ
た
と
、
憲
吉
と
同
じ
横
田
町
出
身
で
盛
岡
高
農
の
後
輩
で
あ
る
妹
尾

信
雄
氏
（
元
横
田
高
校
長
一
農
学
博
士
。
大
正
1
2
年
生
）
は
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

文
武
両
道
の
人
で
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
妹
尾
君
、
僕
は
音
楽
だ

け
が
出
来
な
い
。
音
楽
が
出
来
て
い
れ
ば
人
生
が
ま
た
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
」
ξ
言
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
才
気
溢
れ
る
人
か
ら
兄
て
、
一
級
後
輩
の
宮

沢
賢
治
は
ど
う
映
っ
て
い
た
か
、
「
何
か
ぼ
－
っ
と
し
て
い
て
、
昼
行
灯
の
よ
う
な
、

冴
え
な
い
感
じ
の
男
だ
っ
た
の
に
な
あ
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
賢
治
と
は
別

世
界
の
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
曲
が
る
な
今
年
竹
」
と
い

う
自
作
の
句
を
よ
く
披
露
し
た
と
言
う
か
ら
こ
の
句
が
俳
号
、
竹
子
（
ち
く
し
）

の
由
来
か
も
し
れ
な
い
。
猪
突
猛
進
の
タ
イ
プ
で
「
自
分
は
長
い
短
歌
よ
り
短
い

俳
句
の
方
が
向
い
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
島
根
県
教
育

委
員
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
折
、
島
根
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
教
育

月
報
、
島
根
の
社
会
教
育
、
教
育
調
査
統
計
遠
報
が
忘
れ
た
頃
に
届
く
こ
と
に
不

満
で
、
半
ば
命
令
的
に
、
三
つ
の
冊
子
を
ま
と
め
て
「
島
根
県
教
育
広
報
」
と
し
■

て
旬
刊
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
四
月
か
ら
発
行
さ

れ
、
現
在
に
続
い
て
い
る
が
、
近
年
は
月
刊
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
、
妹
尾
信
雄

氏
か
ら
伺
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
発
行
当
時
の
「
教
育
広
報
」
に
や
は
り
安
達
赤
土

選
の
俳
壇
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
憲
吉
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
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三
　
横
田
町
長
就
任
、

見
識
と
勇
気
の
町
政

　
昭
和
十
六
年
、
自
営
の
農
業
に
精
を
出
し
て
い
た
安
部
憲
吉
は
、
全
町
会
議
員

よ
り
、
欠
員
中
で
あ
っ
た
町
長
に
就
任
方
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
。
任
期
は
昭
和

十
六
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
同
二
十
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
四
年
間
で
、
太
平

洋
戦
争
と
と
も
に
町
長
の
職
務
が
始
ま
り
、
且
つ
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
横
田

町
誌
追
録
に
「
戦
時
下
の
横
田
町
　
安
部
憲
吉
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
が
そ
の
中

に
、
「
戦
死
公
報
は
騨
隊
区
司
令
部
、
所
属
部
隊
長
か
ら
町
長
あ
て
電
報
通
達
さ
れ

た
。
そ
の
度
に
心
を
暗
く
し
た
。
公
報
を
う
け
と
る
と
、
兵
事
係
を
し
て
即
時
そ

の
家
に
行
っ
て
伝
達
さ
せ
、
つ
“
い
て
町
長
が
行
っ
て
弔
意
を
表
し
、
慰
問
の
言

葉
を
の
べ
た
。
『
名
誉
の
戦
死
』
と
い
う
言
葉
を
必
ず
使
っ
た
け
れ
ど
、
心
の
中
の

ど
こ
か
に
、
我
と
わ
が
舌
に
抵
抗
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
き
・
と
れ
ぬ
ほ
ど
の
低
音

に
な
っ
た
。
家
の
中
の
鳴
咽
の
中
に
眼
を
っ
む
っ
て
い
た
。
」
と
い
う
文
が
あ
る
が
、

当
時
の
地
方
の
政
治
家
の
中
に
は
先
兄
の
明
が
あ
る
と
い
う
か
、
真
理
か
ら
目
を

逸
ら
さ
な
い
と
い
っ
た
感
じ
の
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
才
気
の
人
物
で
な
け
れ
ば
、
戦
時
の
町
村
長
は
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
、
隠
岐
の
中
条
（
な
か
す
じ
）
村
村
長
で
あ
っ
た
若
林
通
照
（
み
ち
て
る
）

氏
は
後
に
、
初
代
西
郷
町
長
と
な
っ
た
人
で
あ
る
が
、
戦
時
中
、
出
征
兵
士
が
数

名
、
隠
岐
か
ら
出
て
き
て
、
松
江
市
の
大
橋
川
の
河
畔
に
あ
る
野
津
旅
館
に
泊
ま

っ
て
い
る
時
に
居
合
わ
せ
、
出
征
兵
士
に
夕
食
を
馳
走
し
、
「
国
の
花
と
散
れ
！
な

ど
と
世
間
は
言
う
が
、
君
達
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
隠
岐
の
島
は
復
興
出
来
な

い
で
は
な
い
か
、
絶
対
に
最
前
線
に
出
て
は
い
け
な
い
、
そ
し
て
必
ず
生
き
て
帰

っ
て
来
な
さ
い
。
私
と
一
緒
に
隠
岐
の
島
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
」
ξ
言
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
元
出
征
兵
士
の
一
人
の
方
か
ら
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
安

部
町
長
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
ま
た
、
昭
和
二
十
年
春
に
は
、
安
部
町
長
は
、
海
軍
に
呼
び
出
さ
れ
、
弓
ケ
浜

の
練
習
航
空
隊
を
横
田
町
に
移
転
す
る
、
長
さ
ニ
キ
ロ
巾
三
百
メ
ー
ト
ル
の
滑
走

路
を
作
る
、
家
屋
は
四
百
戸
分
を
明
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
命
令
を
受
け
る
。
「
戦

争
四
年
私
の
う
け
た
最
大
の
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
こ
の
町
は
焼
土
に
な

ら
ぬ
ま
で
も
、
巾
三
百
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
出
来
た
ら
、
戦
が
も

し
終
わ
っ
て
も
再
び
耕
地
は
遺
ら
ぬ
と
考
え
て
悲
し
か
っ
た
。
」
し
か
し
、
そ
の
計

画
は
中
止
さ
れ
た
。
木
次
線
の
輸
送
力
で
は
一
年
以
上
か
・
り
役
に
立
た
ぬ
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
「
戦
禍
に
ひ
と
し
い
災
厄
を
う
け
る
危
機
一
髪
の
際
ど
い
瀬
戸
際

で
、
こ
の
町
こ
の
郷
土
を
救
っ
て
呉
れ
た
も
の
は
、
思
い
も
懸
け
ぬ
劣
悪
な
輸
送

力
、
の
ろ
の
ろ
列
車
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
私
一
人
が
知
っ
て
い
る
秘
密

で
あ
る
。
」
と
憲
吉
は
「
横
田
町
誌
」
（
昭
和
四
三
年
九
月
刊
）
で
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
し
て
あ
る
。

　
昭
和
十
九
年
（
終
戦
の
前
年
）
横
田
町
に
戦
争
中
最
高
の
割
当
量
、
一
万
俵
の

供
出
が
命
ぜ
ら
れ
、
安
部
町
長
は
農
民
に
、
決
し
て
飢
え
さ
せ
は
し
な
い
、
命
を

か
け
て
誓
う
、
と
述
べ
、
農
民
に
供
出
を
お
願
い
し
、
そ
の
後
農
民
に
独
断
で
百

通
の
米
の
配
給
通
帳
を
発
行
し
、
県
庁
に
責
め
ら
れ
、
警
察
当
局
の
心
証
を
害
し

た
。
ま
た
、
二
十
年
秋
、
雨
で
不
作
。
農
業
会
の
駅
前
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
供

出
米
が
千
九
百
俵
あ
る
こ
と
を
知
り
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
今
、
ど
こ
の
所
有
米
か

疑
義
を
持
ち
、
松
江
の
農
林
省
食
糧
事
務
所
に
出
頭
し
て
、
保
管
米
の
原
簿
の
記

載
を
兄
る
と
、
七
月
某
日
の
日
付
で
、
某
軍
需
工
場
へ
払
下
済
で
、
横
田
町
倉
庫

は
そ
の
日
付
で
保
管
米
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
た
。
帰
途
の
夜
の
列
車
で
考
え
た
。

「
私
に
と
っ
て
所
有
者
不
明
の
米
で
あ
る
。
こ
の
米
を
利
用
し
て
一
時
農
民
を
食

安
部
竹
子
の
俳
句
（
日
野
）
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い
っ
な
が
せ
、
天
候
回
復
を
待
っ
て
直
ち
に
そ
れ
を
返
せ
ば
、
『
横
領
』
に
は
類
似

す
る
が
、
少
な
く
と
も
管
理
令
を
犯
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
私
は
汽
車
に
ゆ
ら

れ
た
三
時
間
の
末
、
こ
の
様
に
結
論
し
た
。
」
（
棲
田
町
誌
）
。
約
三
百
俵
を
貸
し
付

け
た
。
後
の
こ
と
を
考
え
、
貸
し
付
け
経
過
を
克
明
に
記
録
し
て
い
た
。
「
警
察
は

私
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
心
証
か
ら
、
江
戸
の
敵
を
長
崎
で
の
方
式
の
工
夫
を
し

て
い
る
。
米
の
事
件
を
そ
の
た
め
選
挙
運
動
の
事
件
に
変
造
デ
ッ
チ
あ
げ
よ
う
と

企
て
、
こ
の
『
作
り
語
』
を
検
事
局
に
持
ち
こ
ん
で
い
る
の
だ
。
」
（
横
田
町
誌
）
。

事
件
は
不
問
に
さ
れ
た
。
「
別
れ
る
時
に
検
事
は
『
貴
方
は
用
心
の
よ
い
人
だ
。
自

分
で
自
分
の
行
動
の
正
し
さ
を
裏
づ
け
な
が
ら
危
な
い
こ
と
で
も
安
全
に
や
り
と

げ
る
人
間
だ
。
だ
か
ら
警
察
官
な
ど
の
歯
が
た
た
ぬ
。
警
察
の
貴
方
に
対
す
る
心

証
が
ひ
ど
く
悪
い
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
』
と
後
ろ
か
ら
語
し
か
け
た
。
」
と
「
横

田
町
誌
」
で
述
べ
て
い
る
、
激
動
と
波
欄
の
町
長
時
代
を
安
部
憲
吉
は
終
え
た
。

四
　
竹
子
俳
句
の
鑑
賞

　
現
在
、
山
陰
を
代
表
す
る
俳
誌
で
あ
る
「
城
」
に
竹
子
が
投
句
を
し
た
の
は
昭

和
七
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。
主
宰
は
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
課
題
句
選
者
を
し

た
こ
と
も
あ
る
安
来
の
山
本
村
家
（
そ
ん
か
）
、
昭
和
三
年
の
創
刊
時
よ
り
の
選
者

で
あ
る
。
高
浜
虚
子
は
村
家
逝
去
の
折
、
「
こ
れ
よ
り
は
山
陰
遣
の
月
暗
し
」
の
弔

句
を
贈
っ
て
い
る
。
虚
子
著
の
「
進
む
べ
き
俳
句
の
遣
」
に
も
村
家
は
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
安
来
の
清
水
寺
に
は
「
坊
々
へ
飛
び
石
伝
ひ
月
兄
か
な
」
の
村
家
の
句

碑
が
あ
る
が
、
こ
の
句
は
松
江
の
普
門
院
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

学
間
の
窓
に
懸
け
あ
る
大
根
か
な
　
　
　
昭
和
十
二
年

三
月

　
「
学
問
の
」
と
詠
ま
れ
る
と
、
山
口
誓
子
の
「
学
問
の
さ
び
し
さ
に
耐
え
炭
を

っ
ぐ
」
を
連
想
す
る
が
、
竹
子
の
座
五
は
「
大
根
」
で
あ
る
。
東
北
の
冷
害
に
苦

し
む
農
民
を
如
何
に
し
て
救
う
か
、
如
何
に
し
て
希
望
を
持
た
せ
る
か
、
土
壌
の

研
究
な
ど
の
実
学
を
し
な
が
ら
、
考
え
て
い
た
後
輩
の
宮
沢
賢
治
、
横
田
の
農
民

を
常
に
思
っ
て
い
た
竹
子
、
盛
岡
高
農
魂
と
で
も
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
学
問
の

為
の
学
問
で
は
な
く
、
生
き
る
為
の
学
問
と
で
圭
言
お
う
か
、
「
学
問
の
窓
」
と

「
大
根
」
の
取
り
合
わ
せ
、
盛
岡
高
農
出
身
者
ら
し
い
俳
句
で
、
竹
子
俳
句
の
代

表
作
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

湖
の
出
水
来
て
ゐ
る
烏
居
か
な

昭
和

九
年
十
二
月

　
現
俳
壇
の
大
家
、
境
港
出
身
で
「
夏
炉
」
主
宰
の
木
村
蕪
城
の
次
に
並
ん
で
い

る
句
で
あ
る
。
五
月
雨
が
激
し
く
降
り
続
き
、
河
川
、
池
、
沼
が
あ
ふ
れ
て
氾
濫

す
る
。
こ
れ
が
出
水
で
あ
る
。
湖
は
宍
道
湖
で
あ
ろ
う
か
、
氾
濫
し
た
湖
水
が
、

湖
の
ほ
と
り
の
松
江
の
町
に
あ
ふ
れ
か
け
て
い
る
。
松
江
大
橋
の
北
の
須
衛
都
久

神
社
の
烏
居
近
く
ま
で
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
水
害
と
い
う
異
常
事
態
で
は

あ
る
が
、
宍
遣
湖
、
神
社
の
烏
居
と
い
う
風
情
の
あ
る
水
の
都
、
松
江
の
一
点
描

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

園
丁
の
鶴
呼
ん
で
居
り
園
の
秋

昭
和

十
年
十
二
月

　
「
丹
項
の
く
く
と
物
云
ふ
秋
の
風
」
「
駈
け
て
居
る
丹
頂
あ
ま
た
園
は
秋
」
と
並

ぷ
第
一
句
で
「
岡
山
後
楽
園
三
句
」
と
前
書
き
が
あ
る
。
「
園
丁
」
は
後
楽
園
で
働

．
く
動
物
係
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
「
園
丁
」
と
「
園
の
秋
」
の
「
園
」
の
繰
り
返
し
、

sokyu



後
楽
園
の
美
し
い
秋
と
鶴
と
の
取
り
合
わ
せ
が
、

っ
て
い
る
。

美
し
い
格
調
の
あ
る
作
晶
と
な

龍
階
に
汽
車
は
や
う
や
く
下
り
か
な
　
　
昭
和
十
一
年

二
月

「
山
陰
線
所
兄
」
と
い
う
前
書
き
が
あ
る
。
龍
磨
（
り
ん
ど
う
）
は
、
伊
藤
左
千

夫
作
「
野
菊
の
墓
」
で
、
「
政
夫
さ
ん
は
り
ん
ど
う
の
様
な
人
だ
」
と
い
う
、
凛
と

し
た
も
の
を
持
つ
秋
の
花
で
あ
る
。
蒸
気
機
関
車
が
黒
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
、
峠

を
苦
し
そ
う
に
走
っ
て
行
く
。
や
っ
と
汽
車
が
峠
に
さ
し
か
か
り
、
下
り
と
な
る
。

汽
車
の
音
も
軽
快
と
な
り
、
高
原
に
さ
し
か
か
る
と
、
龍
階
の
花
が
目
に
止
ま
っ

た
。
汽
車
の
音
と
龍
臆
と
の
爽
や
か
さ
が
思
わ
れ
る
佳
句
で
あ
る
。
島
根
県
農
会

の
幹
事
と
し
て
、
県
内
、
県
外
を
東
奔
西
走
し
た
竹
子
は
、
そ
の
う
ち
に
あ
っ
て

も
、
窓
外
の
龍
騰
に
目
を
馳
せ
る
と
い
う
風
流
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

初
荷
馬
飾
ら
れ
て
居
て
叱
ら
る
・
　
　
　
昭
和
十
一
年

初
荷
を
負
っ
た
馬
、
「
飾
ら
れ
て
」

い
た
対
照
の
表
現
が
面
白
い
。

三
月

い
る
の
に
「
叱
ら
る
・
」
と
い
う
意
表
を
つ

と
い
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
系
の
写
生
俳
句
の
典
型
生
言
え
よ
う
。
さ
ら
り
と
詠
ん
で
い

る
と
こ
ろ
は
選
者
の
山
本
村
家
の
句
風
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
動
の
春
の
川
と

静
の
一
枚
岩
の
対
比
が
印
象
的
な
句
で
あ
る
。

放
つ
矢
の
一
瞬
の
白
夏
芝
に

昭
和
十
一
年
十
一
月

　
弓
遣
場
に
お
い
て
、
的
と
矢
場
の
間
に
あ
る
夏
芝
、
そ
の
青
々
と
し
た
な
か
に

「
一
瞬
の
白
」
の
矢
が
飛
ぷ
。
中
七
の
「
一
瞬
の
白
」
と
「
夏
芝
」
の
さ
わ
や
か

な
取
り
合
わ
せ
が
、
高
浜
虚
子
の
「
青
嵐
机
上
の
白
紙
飛
ぴ
尽
く
す
」
を
思
い
出

さ
せ
る
。
文
武
両
道
の
竹
子
、
弓
遣
の
心
得
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

岸
壁
の
北
風
に
ト
ロ
ー
ル
網
を
積
む
　
　
昭
和
十
二
年

五
月

　
北
風
は
「
き
た
」
と
も
読
む
。
ト
ロ
i
ル
漁
法
は
、
学
問
体
系
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
漁
法
で
、
厳
し
い
徒
弟
制
度
の
漁
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
漁
法
に
加
え
て
の

北
風
の
冷
た
さ
、
北
国
の
生
活
の
厳
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
句
で
あ
る
。
竹
子
の
専

門
の
農
業
と
同
じ
第
一
次
産
業
の
生
活
の
厳
し
さ
に
共
感
を
寄
せ
て
い
る
句
で
あ

る
。
竹
子
俳
句
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
力
強
さ
」
で
あ
る
。

水
底
は
一
枚
の
岩
柳
脆

昭
和
十
一
年
　
九
月

夏
空
へ
異
人
商
館
旗
を
あ
ぐ

昭
和
十
二
年
十
月

41

　
柳
脆
（
や
な
ぎ
は
え
）
は
春
の
季
語
で
、
学
名
で
は
な
く
、
長
さ
七
、
八
セ
ン

チ
ほ
ど
の
鰍
（
う
ぐ
い
）
な
ど
が
柳
の
葉
に
似
て
お
り
、
こ
の
名
が
あ
る
と
い
う

が
、
柳
脆
を
川
に
兄
つ
け
、
よ
く
兄
れ
ば
「
水
底
は
一
枚
の
岩
」
と
な
っ
て
い
る

　
神
戸
海
岸
通
り
、
と
い
う
前
書
が
あ
る
。
活
気
の
あ
る
夏
の
空
、
そ
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
異
人
商
館
、

そ
の
夏
空
に
異
国
の
旗
が
へ
ん
ぽ
ん
と
翻
っ
て
い
る
雄
々
し
さ
、
竹
子
の
エ
ネ
ル

安
部
竹
子
の
俳
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）
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ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
竹
子
の
前
向
き
の
意
欲
が
か

き
た
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
光
景
で
あ
る
。
高
農
時
代
、
成
績
ト
ッ
プ
の
憲
吉
に
続

け
、
と
横
田
人
の
後
輩
達
も
成
績
上
位
で
頑
張
っ
た
ζ
言
わ
れ
る
が
、
竹
子
は
英

語
が
得
意
で
あ
っ
た
と
い
う
。
G
H
Q
が
横
田
町
を
訪
問
し
た
際
、
竹
子
は
わ
ざ

と
山
着
を
着
て
、
英
語
な
ど
わ
か
ら
ぬ
田
舎
者
を
よ
そ
お
っ
て
、
最
後
に
な
っ
て

ペ
ラ
ペ
ラ
と
英
語
で
ま
く
し
た
て
、
G
H
Q
を
び
っ
く
り
さ
せ
て
面
白
が
っ
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
英
語
の
得
意
な
竹
子
で
あ
る
が
故
に
す
ぐ
に
異
人
商

館
も
目
に
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

著
義
咲
け
り
高
原
の
遣
草
に
消
ゆ
　
　
　
昭
和
十
二
年
十
一
月

　
著
我
（
し
ゃ
が
）
は
夏
の
季
語
で
、
山
野
の
日
陰
に
群
生
す
る
ア
ヤ
メ
科
の
常

緑
多
年
草
。
高
原
の
日
陰
に
咲
い
て
い
た
紫
ま
じ
り
の
白
い
著
義
の
花
々
、
梅
雨

時
期
と
は
い
え
ど
、
か
ら
っ
と
晴
れ
た
横
田
町
の
高
原
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、

そ
の
高
原
の
遣
は
、
生
え
る
に
ま
か
せ
た
夏
草
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
画
で

も
兄
る
よ
う
な
風
景
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
し
ゃ
れ
た
感
覚
の
俳
句
で
は
な
か

ろ
う
か
。

元
日
の
松
籟
鳶
を
生
み
に
け
り
　
　
　
　
昭
和
十
六
年

一
月

　
特
別
作
晶
、
山
河
迎
春
三
句
の
一
句
。
他
の
二
句
に
、
城
坦
と
い
う
言
葉
が
入

っ
て
お
り
、
松
江
城
山
の
松
籟
を
想
像
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
着
物
姿
の
竹
子
が
元

日
の
松
江
城
山
を
散
策
、
ふ
と
兄
上
げ
る
と
、
松
籟
の
上
を
鳶
が
高
く
舞
っ
て
い

る
。
松
籟
は
松
風
の
音
。
松
の
緑
は
、
こ
の
世
の
繁
栄
を
寿
ぐ
め
で
た
い
も
の
。

そ
の
め
で
た
い
松
風
の
音
の
中
か
ら
鳶
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
を
「
生
む
」
と
い

う
こ
れ
も
又
め
で
た
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
「
生
み
に
け
り
」
と
い
う
座
五
の

表
現
が
佳
句
を
も
た
ら
し
た
。

花
鳥
抄
（
課
題
句
）

安
達
赤
土
選

沼
暮
れ
て
そ
こ
ら
は
虫
と
な
り
に
け
り

昭
和

九
年
十
一
月

　
巻
頭
三
句
の
第
三
句
で
あ
る
。
虫
は
秋
鳴
く
虫
の
総
称
。
沼
は
湖
を
小
さ
く
し

た
よ
う
な
所
、
農
業
用
水
の
溜
め
池
空
言
う
こ
と
も
あ
る
。
人
里
離
れ
た
山
の
中

腹
あ
た
り
に
あ
る
こ
と
も
多
い
。
も
の
音
一
つ
し
な
い
沼
が
暮
れ
か
か
る
頃
、
秋

の
虫
が
鳴
き
だ
し
は
じ
め
る
。
そ
の
う
ち
に
一
斉
に
虫
の
大
合
噌
、
虫
の
声
と
と

も
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
沼
の
秋
の
夕
景
が
妨
梯
と
し
て
来
る
◎

大
地
灼
け
う
っ
む
け
る
顔
貨
車
を
押
す
　
昭
和
十
二
年

九
月

　
巻
頭
三
句
の
第
一
句
で
あ
る
。
あ
と
の
二
句
は
、
「
貨
車
を
押
す
ゆ
が
み
し
顔
の

汗
あ
は
れ
」
「
貨
車
を
押
す
肉
塊
汗
を
陽
に
噴
け
り
」
で
あ
る
。
生
活
、
労
働
を
詠

ん
だ
歌
人
、
石
川
啄
木
は
、
盛
岡
中
学
で
の
賢
治
の
約
十
年
先
輩
、
賢
治
は
「
一

握
の
砂
」
に
刺
激
を
受
け
て
、
短
歌
の
制
作
に
文
学
へ
の
一
歩
を
開
始
し
た
。
賢

治
も
生
活
、
労
働
を
詩
に
詠
ん
だ
。
。
こ
の
巻
頭
三
句
も
竹
子
の
生
活
俳
句
で
あ

る
。
文
学
と
は
、
人
生
い
か
に
生
く
べ
き
か
、
を
追
求
す
る
も
の
。
こ
の
三
句
は

竹
子
の
労
働
讃
歌
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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炭
舟
の
お
く
れ
し
一
の
瀬
に
か
・
る

昭
和
二
十
四
年
二
月

　
並
ぷ
句
が
「
炭
舟
に
江
川
雪
と
な
り
に
け
り
」
で
あ
り
、
江
川
の
風
景
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
炭
舟
に
一
・
」
の
句
、
冬
の
季
語
の
炭
と
雪
が
あ
り
季
重
な
り
で
は
、

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
い
う
場
合
、
炭
舟
が
句
の
中
心
で
あ
り
、
雪
は
江
川
の
状

況
を
表
現
し
て
い
る
単
な
る
素
材
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
炭
舟
は

奥
山
か
ら
出
し
た
炭
俵
を
舟
に
乗
せ
、
川
を
下
っ
て
平
地
部
で
商
う
も
の
で
あ
ろ

・
つ
。

　
「
炭
舟
の
。
一
」
の
句
で
あ
る
が
、
「
お
く
れ
し
」
と
い
う
措
辞
に
よ
っ
て
何
艘

か
の
舟
が
下
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
の
瀬
は
少
し
は
難
所

の
う
ち
に
入
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
一
の
瀬
に
か
・
る
」
で
、
重
い
炭
俵
を
積

む
舟
の
安
定
は
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
か
、
と
作
者
の
不
安
が
よ
ぎ
る
な
か
で
生
ま
れ

た
動
き
の
あ
る
佳
句
で
あ
る
。
炭
を
焼
く
山
の
人
々
へ
の
思
い
、
江
川
に
生
き
る

人
々
へ
の
思
い
、
山
陰
地
方
に
生
き
る
人
々
へ
の
竹
子
の
エ
ー
ル
で
あ
る
。

　
竹
子
の
盛
岡
高
農
時
代
の
一
級
後
輩
に
倉
吉
生
ま
れ
の
河
本
緑
石
（
義
行
）
が

い
る
。
賢
治
ら
と
共
に
、
同
人
誌
「
ア
ザ
リ
ア
」
を
発
行
、
ま
た
種
田
山
頭
火
も

投
句
し
て
い
た
俳
誌
「
層
雲
」
に
も
俳
句
を
発
表
、
「
あ
ら
う
み
の
や
ね
や
ね
」
と

い
う
自
由
律
俳
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
山
陰
地
方
に
生
き
る
人
々
へ
の
エ
i
ル
で

あ
る
。五

　
俳
誌

「
城
」
と
竹
子

　
晩
年
の
竹
子
句
集
「
わ
が
俳
句
」
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
山
陰
の
雄
で
あ
っ

た
俳
人
、
山
本
村
家
の
選
で
竹
子
が
三
十
代
、
四
十
代
の
頃
の
俳
旬
を
鑑
賞
し
た
。

花
鳥
抄
選
者
の
赤
土
氏
は
、
理
容
店
も
営
ん
で
い
た
が
、
実
業
家
同
士
と
い
う
点

か
、
ら
で
あ
ろ
う
か
、
「
城
」
百
号
記
念
の
大
会
吟
行
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
竹
子
が
担

当
し
て
い
る
が
、
タ
イ
ト
ル
に
「
ハ
ロ
ー
、
好
男
子
赤
土
氏
」
等
と
あ
り
、
縣
農

俳
壇
選
者
で
も
あ
り
、
花
鳥
抄
で
は
竹
子
は
常
に
上
位
に
位
置
し
て
い
た
。

　
別
の
タ
イ
ト
ル
に
は
「
公
会
堂
を
写
生
す
る
村
家
先
生
」
と
あ
り
、
「
そ
－
っ
と

後
ろ
か
ら
忍
ぴ
寄
り
ま
し
た
。
漆
（
に
わ
た
ず
み
）
を
距
て
た
の
は
、
漆
に
は
ま

る
の
を
嫌
っ
た
の
で
な
く
て
、
無
帽
の
村
家
先
生
の
お
頭
の
照
り
返
し
か
ら
起
こ

る
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
恐
れ
た
の
で
し
た
。
」
と
あ
り
、
茶
目
っ
気
ぷ
り
を
兄
せ
て
い

る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
山
口
誓
子
の
第
五
句
集
「
激
浪
」
に

つ
い
て
、
「
城
」
誌
上
で
舌
鋒
鋭
く
、
し
っ
か
り
し
た
文
章
で
評
論
し
て
い
る
。
戦

後
は
、
「
城
」
の
二
句
鑑
賞
欄
を
担
当
執
筆
し
て
い
る
。

　
暗
和
十
二
年
六
月
号
は
百
号
記
念
号
で
あ
る
が
、
竹
子
の
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
紹
介
す
る
。

百
號
句
會
断
想
　
　
　
安

×

部

竹
　
子

　
地
方
俳
誌
で
百
號
を
壽
ぐ
と
い
ふ
の
は
、
文
字
通
り
「
稀
有
」
だ
と
聞
い
て
居

る
。
さ
す
が
「
城
」
は
そ
の
名
構
か
ら
聯
想
さ
せ
る
安
定
感
を
そ
の
儘
、
よ
く
お

ち
っ
い
て
、
さ
り
げ
な
く
百
號
を
迎
へ
て
仕
舞
っ
た
も
の
だ
。
「
城
」
の
創
刊
か
ら

今
日
ま
で
直
接
世
語
に
あ
た
ら
れ
た
方
々
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
、
左
様
に
気
安

く
迎
へ
ら
れ
た
百
號
で
も
あ
る
ま
い
が
、
途
中
か
ら
「
城
」
へ
は
ま
り
こ
ん
だ
私

等
に
と
っ
て
は
、
全
く
「
い
つ
の
ま
に
か
」
来
て
仕
舞
っ
た
百
號
で
あ
っ
た
。
親

安
部
竹
子
の
俳
句
（
日
野
）
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安
部
竹
子
の
俳
句
（
日
野
）

稼
ぎ
、
子
長
者
と
い
ふ
が
城
に
と
っ
て
は
、
私
等
の
ご
と
き
は
、
正
に
子
長
者
組

の
苦
努
知
ら
ず
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
又
こ
の
子
長
者
流
の
苦
努
知
ら
ず
で

俳
句
を
習
っ
た
こ
と
を
っ
く
づ
く
幸
せ
に
思
ふ
が
、
同
時
に
又
苦
努
知
ら
ず
の
俳

句
修
行
が
、
緒
局
は
物
に
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
こ
と
を
、
ひ
そ
か
に
恐
れ
て
居
る
。

ど
う
せ
御
多
分
に
洩
れ
ぬ
だ
ら
ふ
と
今
か
ら
諦
め
る
心
構
へ
で
あ
る
。

×

　
「
城
」
と
云
へ
ば
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
石
垣
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
お
天
守
が
あ

る
風
景
を
聯
想
す
る
が
、
元
來
そ
ん
な
の
で
は
な
く
て
、
「
城
」
と
は
「
都
邑
を
防

備
し
、
人
民
を
保
護
し
て
盛
ん
な
ら
し
む
る
た
め
に
設
く
る
土
の
塗
塁
、
故
に
土

篇
を
も
っ
て
し
、
成
は
國
土
を
成
就
す
る
の
義
で
あ
る
」
　
　
と
、
も
の
・
本
に

書
い
て
あ
る
。
わ
れ
等
の
俳
誌
「
城
」
の
名
前
が
決
定
す
る
時
に
、
ど
ん
な
論
議

の
結
果
こ
の
名
構
が
決
ま
っ
た
か
子
長
者
組
の
私
ど
も
は
知
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
恐

ら
く
、
松
江
、
千
鳥
城
、
そ
れ
に
、
古
い
昔
の
天
守
閣
と
い
ふ
も
の
に
封
し
て
起

こ
る
懐
古
趣
味
や
淡
い
感
傷
と
い
ふ
位
な
と
こ
ろ
で
、
決
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、

わ
れ
等
の
グ
ル
ー
プ
を
包
む
俳
誌
に
、
い
み
じ
く
も
付
せ
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。

　
わ
れ
ら
の
「
城
」
の
国
聖
の
中
に
、
山
本
村
家
先
生
を
指
導
者
と
仰
ぐ
城
一
團
の

グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
俳
句
を
磨
き
、
そ
の
句
心
を
練
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
廣
野

に
捨
て
・
あ
っ
た
ら
、
何
の
育
ち
も
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
ふ
句
材
も
、
句
心
も
、

「
城
」
の
中
に
育
ま
れ
て
こ
そ
俳
句
を
知
り
俳
句
と
な
っ
た
人
々
が
、
わ
れ
等
の

城
一
團
の
中
に
は
勘
か
ら
ぬ
こ
と
・
思
ふ
。
わ
れ
等
の
「
城
」
は
わ
が
地
方
の
俳

壇
に
於
い
て
、
い
み
じ
く
も
、
ま
た
ゆ
く
り
な
く
も
城
の
本
義
を
顯
現
し
て
來
た
。

名
が
實
を
示
し
た
も
の
と
み
て
も
強
ち
こ
ぢ
つ
け
で
は
無
か
ら
ふ
。

×

　
城
百
號
を
毒
ぐ
五
月
二
日
の
旬
會
は
、
そ
の
名
構
に
因
ん
だ
城
　
　
松
江
城
の

下
で
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
接
げ
た
。

　
人
の
世
の
俗
事
に
か
・
は
ら
ぬ
集
ま
り
は
、
何
と
心
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。
木

瓜
に
仔
む
人
、
か
ら
た
ち
の
藪
中
に
白
い
残
ん
の
花
を
の
ぞ
く
人
、
車
井
の
綱
に

と
ま
る
花
屑
に
心
を
と
め
る
人
　
　
こ
れ
丈
で
も
心
の
清
澄
を
感
ず
る
が
、
溜
々

た
る
人
の
世
の
あ
が
き
の
中
に
、
云
は
“
こ
ん
な
一
文
に
も
な
ら
ぬ
自
然
の
些
事

に
ひ
か
れ
て
集
ま
る
人
々
の
一
群
が
、
よ
し
ポ
ツ
ん
と
で
も
、
現
實
に
存
在
す
る

こ
と
を
考
へ
て
み
れ
ば
、
ず
い
分
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
。

　
大
會
の
披
講
の
あ
っ
た
會
場
で
、
と
し
を
氏
の
濁
特
の
階
調
あ
る
披
講
を
き
い

て
ゐ
る
時
、
村
家
先
生
の
句
切
り
句
切
り
に
唇
を
固
く
閉
ぢ
て
は
、
次
へ
進
ま
れ

る
彼
の
ほ
・
笑
ま
し
い
咄
辮
を
き
い
て
居
る
時
、
百
號
の
よ
ろ
こ
び
と
い
ふ
普
遍

的
な
も
の
・
外
に
、
し
み
じ
み
と
人
生
の
豊
か
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
総
じ
て
「
集
り
」
は
人
の
世
で
は
「
闘
ひ
」
で
あ
る
。
笑
ひ
は
笑
ひ
の
中
に
、

ゼ
ス
チ
ュ
ア
は
ゼ
ス
チ
ュ
ア
の
中
に
、
虚
々
實
々
征
服
の
闘
ひ
に
火
花
が
散
る
。

け
れ
ど
も
、
俳
句
の
集
ま
り
は
、
斯
く
の
如
き
俗
性
の
片
鱗
も
な
く
て
、
悉
く
第

一
義
で
で
あ
る
。
偽
装
、
迷
彩
は
そ
の
痕
跡
を
も
置
く
場
所
が
な
い
。
一
句
の
十

七
文
字
は
舌
頭
の
音
波
に
鶉
く
の
で
は
な
く
て
、
心
の
琴
線
に
き
く
音
律
で
あ
る
、

人
の
心
の
深
慶
の
極
み
の
ふ
れ
合
ふ
の
で
あ
る
。

×

「
城
」
を
百
號
ま
で
つ
“
け
た
こ
と
、

こ
れ
は
決
し
て
落
花
の
行
衛
を
兄
送
る
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様
気
樂
な
業
で
は
な
い
。
編
輯
、
護
行
、
経
濟
と
い
ふ
、
凡
そ
花
烏
の
世
界
、
諏
一

詠
の
天
地
と
か
・
は
り
の
な
い
人
の
世
の
俗
務
で
あ
る
。
俳
句
の
た
め
に
こ
の
俗

務
を
負
携
し
て
行
く
こ
と
は
、
句
を
味
ふ
境
涯
の
勘
か
ら
ざ
る
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ

プ
で
あ
る
。
然
し
吾
等
「
城
」
と
そ
の
一
團
の
俳
境
の
た
め
に
は
、
こ
の
ハ
ン
デ

イ
キ
ャ
ッ
プ
は
鉄
ぐ
を
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
必
須
の
犠
牲
で
あ
る
。
こ
の
犠
牲
を

．
敢
へ
て
負
携
し
て
來
ら
れ
た
人
々
は
、
「
城
」
の
先
輩
た
ち
の
う
ち
で
も
、
殊
に
吾

等
の
集
團
が
感
謝
を
吝
し
ま
れ
ぬ
人
々
で
あ
る
。
大
會
當
日
村
家
先
生
の
言
葉
の

中
に
も
あ
っ
た
が
、
嚢
に
は
安
達
赤
土
氏
が
あ
り
、
現
に
中
田
十
四
夜
氏
が
あ
る

わ
れ
等
の
指
導
者
村
家
先
生
に
は
無
論
の
こ
と
乍
ら
、
城
百
號
の
壽
ぎ
は
先
づ
こ

　
の
人
々
に
最
も
重
く
捧
げ
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
立
つ

旅
行
者
は
、
走
り
こ
む
機
關
車
に
は
す
ぐ
注
意
し
よ
ふ
が
機
關
車
が
列
車
に
っ
な

　
が
り
、
列
車
と
列
車
を
っ
な
ぐ
連
結
機
に
は
注
意
す
る
も
の
は
伸
々
あ
る
ま
い
。

俳
句
人
に
於
け
る
俳
誌
は
、
こ
の
連
結
機
で
あ
る
。
故
を
以
て
こ
の
連
結
機
の
役

割
を
奉
仕
し
た
人
々
に
は
、
心
か
ら
感
謝
が
捧
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

文
　
　
猷

俳
誌
「
城
」
（
昭
和
三
年
－
昭
和
二
十
四
年
）

島
根
県
農
会
報
（
昭
和
八
年
－
昭
和
十
三
年
）

校
本
宮
沢
賢
治
金
集
第
十
四
巻
　
筑
摩
書
房

竹
　
子

陰蔓祁

俳
誌
「
城
」
山
本
村
家
選
、

三
十
句
を
日
野
雅
之
抄
出

句
抄

（
三
十
句
）

安
達
赤
土
選
の
竹
子
俳
句
百
五
十
八
句
よ
り

　
　
踏
切
の
番
小
屋
灯
る
鹸
寒
か
な

　
　
蜂
の
尻
ひ
く
ひ
く
動
く
椿
か
な

（
色
紙
に
し
て
も
良
い
と
選
ん
だ
句
の
一
つ
と

　
　
風
吹
け
ば
皆
風
に
向
く
水
馬

　
　
眞
白
な
る
外
国
船
や
秋
の
暮
れ

　
　
と
も
づ
な
を
踏
め
ば
上
が
り
ぬ
秋
の
蝶

　
　
廻
廊
の
下
の
干
潟
や
石
叩
き

　
　
秋
風
や
千
畳
閣
の
圓
柱

　
　
廻
廊
の
具
下
の
闇
や
月
の
潮

　
　
莱
の
花
や
遣
を
曲
が
れ
ば
遣
成
寺

　
　
裸
子
の
よ
ち
よ
ち
走
り
雁
来
紅

　
　
北
風
の
波
お
し
あ
ぐ
る
江
の
川

　
　
寒
林
や
大
き
な
石
の
あ
ら
は
る
・

　
　
枯
芦
に
流
れ
来
て
居
る
落
椿

　
　
五
月
雨
や
植
田
の
中
の
鳩

　
　
賑
や
か
に
船
波
喰
ひ
ぬ
泳
の
子

　
　
夏
蝶
の
次
第
に
遼
し
水
尾
の
上

　
　
風
鈴
に
七
夕
色
紙
む
す
び
あ
り

「
わ
が
俳
句
」
に
あ
る
）

安
部
竹
子
の
俳
句
（
日
野
）
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夜
の
蝉
の
ぷ
つ
か
り
逃
ぐ
る
星
の
竹

あ
ふ
ち
咲
き
明
け
た
る
空
に
月
消
ゆ
る

あ
ふ
ち
咲
き
朝
風
白
き
遣
吹
け
り

大
空
の
碧
四
胞
よ
り
接
ご
り
来

子
燕
の
巣
立
ち
し
朝
に
霧
降
れ
る

鐵
扉
い
ま
ピ
ル
の
秋
燈
消
し
つ
閉
づ

黒
き
ビ
ル
の
尖
角
小
さ
き
月
を
か
け

峡
を
來
て
頼
自
巖
を
こ
ぼ
る
見
ゆ

黒
潮
は
濱
木
綿
咲
け
る
磯
う
て
り

汐
荒
し
濱
木
綿
の
葉
に
日
は
あ
れ
ど

飛
魚
の
碧
き
眼
海
を
ひ
た
に
轡
ふ

足
袋
白
く
サ
ー
カ
ス
乙
女
綱
わ
た
る

小
走
り
に
土
蔵
へ
用
や
萩
の
雨


